
「
件
」
管
見

二
一
六

「
件
」
管
見

　
人
獣
か
？
　
獣
人
か
？
　
不
思
議
な
人
面
獣
の
出
現
し
た
と
い
う
噂
が
問
歌

的
に
流
行
す
る
。

　
近
例
は
人
面
犬
・
人
面
魚
騒
動
だ
っ
た
。
一
九
八
九
〔
平
元
〕
年
夏
か
ら
翌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢

年
春
、
人
面
犬
目
撃
談
が
若
者
向
け
雑
誌
に
寄
せ
ら
れ
、
ラ
ジ
オ
番
組
に
取
挙

げ
ら
れ
た
と
い
う
。
一
九
九
〇
〔
平
二
〕
年
に
は
写
真
週
刊
誌
が
く
「
人
面

犬
」
の
仲
間
か
「
悪
霊
」
の
た
た
り
か
…
山
形
県
の
寺
で
怪
奇
「
人
面
魚
」
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

発
見
し
た
ぞ
！
Ｖ
と
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
付
で
山
川
静
夫
の
投
稿
を
載
せ
た
。
鶴

岡
市
・
善
宝
寺
内
池
に
棲
む
コ
イ
で
あ
る
。
そ
の
ズ
ー
ム
・
ア
ッ
プ
写
真
を
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ポ
ー
ツ
タ
刊
紙
が
掲
げ
、
民
放
ワ
イ
ド
シ
ョ
ー
が
飛
び
っ
き
、
反
響
を
呼
ん
だ
。

連
日
一
〇
〇
〇
人
以
上
の
観
光
客
が
現
場
を
訪
れ
、
菓
子
店
や
Ｎ
Ｔ
Ｔ
が
便
乗

商
売
を
始
め
る
騒
ぎ
、
全
国
的
話
題
に
な
る
と
各
地
の
新
聞
社
に
類
似
情
報
が

堀
　
　
部

功
　
　
夫

　
　
　
　
　
＠

届
い
た
ら
し
い
。

　
世
事
に
疎
い
私
は
後
か
ら
本
で
知
っ
た
。
そ
の
本
　
　
際
物
が
多
く
古
書
店

均
一
本
棚
の
お
か
げ
で
拾
う
こ
と
が
出
来
た
　
　
は

Ａ
　
酒
井
征
勇
〔
編
〕
『
緊
急
レ
ポ
ー
ト
／
人
面
犬
を
追
え
！
』
（
勤
文
社
、
平

２
・
５
・
２
）

Ｂ
　
山
口
直
樹
『
怪
奇
人
面
の
呪
い
』
（
二
見
書
房
、
９
０
・
１
０
・
２
５
）

Ｃ
　
常
光
徹
『
学
校
の
怪
談
』
（
講
談
杜
、
９
０
・
ｕ
・
１
５
　
管
見
本
後
版
）

で
あ
る
。
Ｂ
が
マ
ヤ
カ
シ
モ
ノ
を
含
め
外
国
例
も
示
す
。
人
面
石
・
人
面
樹
・

人
面
壁
…
。
そ
う
い
え
ば
ホ
ー
ソ
ー
ン
「
人
面
の
大
岩
」
を
思
い
出
す
し
、
ス

チ
ー
ブ
ン
ソ
ン
「
メ
リ
ー
メ
ン
」
に
ア
ザ
ラ
シ
の
発
す
る
人
語
が
大
災
を
予
一
言

す
る
と
の
言
い
伝
え
も
載
っ
て
い
た
。
外
国
例
は
今
一
寸
手
が
拡
げ
ら
れ
な
い

の
で
保
留
す
る
。
Ｃ
が
江
戸
時
代
の
用
例
を
教
え
て
く
れ
て
有
益
だ
っ
た
。
加

藤
曳
尾
庵
「
我
衣
」
巻
十
四
〔
文
政
二
年
筆
記
〕
の
第
二
五
話
と
第
三
五
話
で



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

あ
る
。
前
者
の
鈴
木
茎
二
校
訂
文
を
写
し
て
お
こ
う
。

　
　
閏
四
月
の
廿
九
日
の
夜
、
日
本
橋
大
工
町
河
岸
家
主
作
兵
衛
と
い
ふ
も

　
　
の
・
路
次
へ
、
白
ぶ
ち
の
犬
子
を
生
む
。
其
子
壱
疋
に
し
て
人
面
也
と
て

　
　
御
府
内
震
動
し
て
見
物
に
出
。
町
中
頗
迷
惑
せ
し
。
後
に
は
人
に
も
み
せ

　
　
ず
、
路
次
の
戸
を
立
切
け
り
。
同
五
月
八
日
伊
せ
や
の
若
イ
者
専
助
、
手

　
　
筋
を
求
め
て
一
見
し
た
り
と
て
予
に
物
語
る
。
其
子
犬
人
面
に
は
あ
ら
ね

　
　
ど
も
、
眼
鼻
の
あ
た
り
毛
を
生
ぜ
ず
、
猿
の
面
に
よ
く
似
た
り
。
鼻
高
く

　
　
し
て
眉
毛
の
形
ち
あ
り
。
母
犬
も
恐
れ
て
乳
を
与
へ
ず
。
大
か
た
四
五
日

　
　
の
中
に
は
死
せ
ん
と
い
え
り
。
板
行
に
し
て
売
歩
行
し
に
は
、
前
の
足
人

　
　
問
の
手
也
杯
と
い
・
し
か
ど
も
、
左
に
は
あ
ら
ず
。
や
は
り
白
黒
斑
の
犬

　
　
な
り
と
翌
九
日
物
語
け
り
。

　
第
三
五
話
は
人
面
魚
の
絵
を
添
え
る
。
〈
当
四
月
十
八
日
九
州
肥
前
国
去
る

海
辺
へ
上
り
し
を
、
猟
師
八
兵
衛
と
云
も
の
見
付
た
り
。
其
時
此
魚
の
日
、
我

は
龍
宮
よ
り
の
御
使
者
神
社
姫
と
い
ふ
物
也
。
当
年
よ
り
七
ケ
年
豊
年
也
。
此

節
コ
ロ
リ
と
い
ふ
病
流
行
す
。
我
姿
を
画
に
写
し
て
見
せ
し
む
べ
し
。
其
病
を

ま
ぬ
か
れ
長
寿
な
ら
し
む
る
と
云
々
Ｖ
と
の
詞
を
伴
っ
た
く
板
行
Ｖ
が
売
ら
れ

て
い
た
む
ね
伝
え
る
。

　
奇
形
の
犬
の
子
が
噂
の
過
程
で
大
仰
な
人
面
犬
へ
文
字
ど
お
り
化
け
て
い
っ

た
、
第
二
五
話
の
伝
え
る
経
緯
は
興
味
深
い
。
ま
っ
た
く
、
兼
好
の
言
う
と
お

り
く
世
に
語
り
伝
ふ
る
事
、
ま
こ
と
は
あ
い
な
き
に
や
、
多
く
は
皆
塵
言
な

　
　
　
　
　
「
件
」
管
見

り
Ｖ
で
あ
る
。
こ
の
「
徒
然
草
」
七
三
段
を
く
マ
ド
ギ
ワ
語
Ｖ
訳
し
た
橋
本
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

が
注
で
人
面
犬
を
話
題
に
し
て
い
る
が
、
若
者
向
適
例
と
脱
帽
す
る
。

　
さ
て
人
面
牛
、
内
田
百
聞
「
件
」
で
あ
る
。

　
　
黄
色
い
大
き
な
月
が
向
う
に
懸
か
っ
て
ゐ
る
。
色
計
り
で
光
が
な
い
。
夜

　
　
か
と
思
ふ
と
さ
う
で
も
な
い
ら
し
い
。
後
の
空
に
は
蒼
白
い
光
が
流
れ
て

　
　
ゐ
る
。
日
が
く
れ
た
の
か
、
夜
が
明
け
る
の
か
解
ら
な
い
。
黄
色
い
月
の

　
　
面
を
蜻
蛉
が
一
匹
浮
く
様
に
飛
ん
だ
。
黒
い
影
が
月
の
面
か
ら
消
え
た
ら
、

　
　
蜻
蛉
は
ど
こ
へ
行
っ
た
の
か
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
私
は
見
果
て

　
　
も
な
い
広
い
原
の
真
中
に
起
つ
て
ゐ
る
。
彊
が
び
っ
し
よ
り
ぬ
れ
て
〔
、
〕

　
　
尻
尾
の
先
か
ら
ぽ
た
ぽ
た
と
零
が
垂
れ
て
ゐ
る
。
件
の
話
は
子
供
の
折
に

　
　
聞
い
た
事
は
あ
る
け
れ
ど
も
〔
、
〕
自
分
が
そ
の
件
に
な
ら
う
と
は
思
ひ

　
　
も
よ
ら
な
か
っ
た
。
か
ら
だ
が
牛
で
顔
丈
人
問
の
浅
問
し
い
化
物
に
生
れ

　
　
て
〔
、
〕
こ
ん
な
所
に
ぼ
ん
や
り
立
っ
て
ゐ
る
。

　
　
　
¢

と
始
ま
る
。

　
「
件
」
解
題
を
御
凌
し
て
お
こ
う
。

　
一
九
二
一
〔
大
一
〇
〕
年
一
月
一
日
刊
『
新
小
説
』
二
六
巻
一
号
所
掲
「
冥

途
」
の
く
四
Ｖ
と
し
て
叩
ｍ
－
ｍ
に
発
表
さ
れ
た
。
翌
年
二
月
一
〇
日
、
稲
門

堂
書
店
刊
『
冥
途
』
に
収
録
〔
叩
５
２
－
７
４
、
ぺ
ー
ジ
付
け
無
し
〕
。
正
誤
・
句

読
点
変
更
〔
圧
倒
的
に
読
点
付
加
〕
・
送
り
が
な
付
加
・
字
体
変
更
の
ほ
か
、

次
の
よ
う
な
語
句
改
訂
九
箇
所
の
手
が
入
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
七



「
件
」
管
見

Ｐ
．
Ｌ

初
　
出

Ｐ
．
Ｌ

初
版

ｍ
９

ぼ
う
と
り

４
（
Ｕ
Ｆ
０
１
■

ぽ
ん
や
り

ｍ
１
７

桟
敷
の
上
の
段
段

６
０
５

桟
敷
の
段
段

１
０
９
８

今
日
は
云
は
な
い

６
２
４

今
日
で
は
な
い

ｍ
９

こ
の
様
子
で
見
る
と

２
　
５
６

こ
の
様
子
だ
と

ｍ
１
４

見
て
、

厭
な

３
　
４
６

見
て
、

私
は
厭
な

ｍ
１
７

ど
う
も
思
ひ
出
せ
な
い

３
　
９
６

思
ひ
出
せ
な
い

廻
り
に

６
８
３

邊
り
に

皿
９

そ
れ
ぢ
や

９
　
６
６

そ
れ
で
は

ｍ
１
５

騒
ぎ
は

７
０
８

騒
ぎ
が

　
再
豚
『
冥
途
』
（
三
笠
書
房
、
昭
９
・
１
・
１
）
で
は
読
点
二
が
削
除
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
成
稿
過
程
は
「
百
鬼
園
日
記
帖
」
「
続
百
鬼
園
日
記
帖
」
に
明
ら
か
。
一
九

一
九
〔
大
八
〕
年
五
月
四
日
く
夜
、
「
件
」
の
腹
案
が
出
来
た
Ｖ
。
同
六
日

く
昨
日
す
ぐ
に
書
い
て
置
か
う
と
思
つ
た
「
件
」
の
腹
案
も
ま
た
何
だ
か
少
し

気
が
抜
け
た
様
な
気
が
す
る
。
金
の
事
で
時
間
を
っ
ぶ
し
て
、
気
乗
り
の
し
か

け
た
仕
事
の
鼻
を
折
ら
れ
る
の
は
し
よ
っ
ち
ゆ
う
の
事
だ
け
れ
ど
も
、
考
へ
て

ゐ
る
と
新
し
く
腹
が
た
つ
て
来
る
Ｖ
。
一
九
二
〇
〔
大
九
〕
年
八
月
七
日
く
朝

か
ら
「
件
」
を
書
き
始
め
、
午
後
は
午
睡
を
し
て
夜
又
書
き
五
枚
Ｖ
。
同
八
日

く
夜
「
件
」
を
四
枚
半
書
い
た
Ｖ
。
同
九
日
く
ひ
る
ね
、
起
き
て
か
ら
晩
迄
に

件
の
後
を
六
枚
余
り
書
い
て
脱
稿
し
た
。
旧
稿
五
篇
に
加
へ
て
、
冥
途
と
し
て

一
先
づ
雑
誌
に
出
す
つ
も
り
、
夜
そ
の
五
篇
を
選
ん
だ
。
春
陽
堂
へ
手
紙
を
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
八

い
て
新
小
説
に
出
す
か
出
さ
な
い
か
を
問
ひ
合
せ
た
Ｖ
。
同
二
五
日
く
豊
島
與

志
雄
の
う
ち
へ
行
て
冥
途
を
雑
誌
に
出
す
事
を
頼
む
Ｖ
。
同
九
月
九
日
く
夜
春

陽
堂
の
小
野
来
、
冥
途
を
来
年
の
一
月
号
に
出
す
事
を
約
す
Ｖ
。

　
既
に
知
ら
れ
た
右
経
過
を
繰
り
返
し
引
く
の
は
、
「
件
」
が
金
策
に
奔
走
す

る
合
い
間
に
立
案
さ
れ
た
こ
と
、
発
表
経
緯
に
豊
島
與
志
雄
が
関
っ
て
い
た
こ

と
、
二
点
を
注
意
し
て
お
き
た
い
た
め
で
あ
る
。

二

　
「
件
」
の
素
材
ク
ダ
ン
は
伝
承
中
に
存
在
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

　
早
く
に
豊
島
與
志
雄
「
『
沈
黙
』
の
話
」
が
紹
介
し
、
そ
れ
に
従
う
研
究
者

も
い
た
。
し
か
し
、
近
頃
は
く
伝
承
と
結
び
っ
か
ず
Ｖ
と
の
判
断
（
高
橋
英

◎
夫
）
す
な
わ
ち
素
材
の
ク
ダ
ン
自
体
か
ら
百
閲
の
創
造
と
み
る
説
の
勢
が
強
い
。

そ
れ
で
私
は
「
近
代
文
学
と
伝
統
文
化
」
（
９
２
・
５
・
１
５
『
日
本
近
代
文
学
』
）
に

ク
ダ
ン
伝
承
の
存
在
を
報
告
し
、
注
意
を
喚
起
し
た
。
け
れ
ど
も
い
っ
こ
う
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

浸
透
し
て
い
な
い
。
た
と
え
ば
拙
稿
の
半
年
後
に
発
表
さ
れ
た
文
章
な
の
に
、

高
田
衛
が
く
こ
れ
は
近
代
に
な
っ
て
の
話
だ
が
、
内
田
百
閲
が
「
く
だ
ん
」
と

い
う
妖
怪
の
話
を
し
た
と
た
ん
に
、
聞
手
が
「
く
だ
ん
」
と
い
う
妖
怪
が
ほ
ん

と
に
い
る
と
思
い
こ
ん
だ
と
い
う
。
実
は
人
の
姿
を
し
て
い
な
が
ら
、
一
方
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
だ
ん

ら
見
る
と
牛
の
姿
を
し
て
い
る
と
い
う
、
こ
の
妖
怪
は
、
「
件
」
と
い
う
字
が

ひ
と
へ
ん
　
　
　
　
つ
く
り

人
偏
と
、
妾
は
牛
で
あ
る
こ
と
か
ら
思
い
つ
い
た
、
内
田
百
聞
の
冗
談
だ
っ



　
　
　
　
　
　
　
　
く
だ
ん

た
の
だ
が
、
彼
が
「
件
」
と
い
う
小
説
を
書
い
た
た
め
に
、
し
ば
ら
く
は
ほ

ん
と
に
「
く
だ
ん
」
と
い
う
妖
怪
が
い
る
と
信
じ
た
民
俗
学
者
が
い
た
と
い
う
。

冗
談
か
ら
コ
マ
、
で
は
な
く
、
冗
談
か
ら
ク
ダ
ン
が
出
た
の
で
あ
る
Ｖ
と
書
く
、

現
状
で
あ
る
。

　
前
稿
で
報
告
し
た
と
い
っ
て
も
、
紙
数
が
限
ら
れ
て
い
た
の
で
、
や
っ
と
記

録
者
名
・
年
次
を
挙
け
る
に
止
ま
り
、
伝
承
そ
の
も
の
を
　
　
＝
ｇ
昌
以
外

は
　
　
引
用
で
き
な
か
っ
た
。
話
を
説
得
的
に
す
る
た
め
、
採
集
し
え
た
も

＠
の
を
あ
ら
た
め
て
遡
及
的
に
並
べ
て
み
よ
う
。

〇
三
浦
秀
宥
。
『
荒
神
と
ミ
サ
キ
』
一
名
著
出
版
、
８
９
・
ｕ
・
３
）
Ｐ
３
０
で
も
、

『
岡
山
の
民
間
信
仰
』
（
日
本
文
教
出
版
、
昭
５
２
・
２
・
１
０
）
Ｐ
ｍ
で
も
ク
ダ
ン
に

ふ
れ
る
が
、
岡
山
民
俗
学
会
編
『
岡
山
民
俗
事
典
』
（
日
本
文
教
出
版
、
昭
５
０

・
５
・
１
）
Ｒ
ｍ
か
ら
引
く
。

　
　
く
だ
ん
　
件
人
と
牛
の
あ
い
の
こ
と
し
て
生
ま
れ
、
生
ま
れ
る
と
同
時

　
　
に
予
言
を
し
、
必
ず
適
中
す
る
と
伝
え
ら
れ
、
「
よ
っ
て
件
の
如
し
」
の

　
　
文
句
に
は
こ
の
信
仰
の
反
映
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
く
だ
ん
の
信
仰
の

　
　
発
生
や
経
過
に
つ
い
て
は
不
明
の
点
が
多
い
が
、
中
国
山
地
が
そ
の
発
生

　
　
地
で
あ
る
と
い
う
意
見
も
あ
る
。
新
見
市
豊
永
に
は
実
際
に
く
だ
ん
を
見

　
　
た
と
い
う
数
人
の
老
人
も
い
た
。
生
後
２
－
３
日
で
死
ぬ
も
の
と
信
じ
ら

　
　
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ

○
鶴
藤
鹿
忠
「
山
中
地
方
の
件
（
く
だ
ん
）
と
オ
オ
カ
ミ
」
一
昭
４
６
・
１
２
・
２
７

　
　
　
　
　
「
件
」
管
見

『
山
陽
新
聞
』
）

　
　
蒜
山
盆
地
周
辺
の
村
々
で
は
件
（
く
だ
ん
）
の
予
言
を
し
ば
し
ば
聞
く
。

　
　
八
束
村
の
あ
る
古
老
と
話
し
て
い
る
う
ち
、
ふ
と
、
来
年
六
月
に
は
ま
た

　
　
大
戦
争
が
始
ま
る
ぜ
と
本
気
で
い
う
。
よ
く
聞
い
て
み
る
と
件
が
い
っ
た

　
　
と
い
う
の
で
あ
る
。
「
ど
こ
の
件
が
い
う
た
の
で
す
か
」
と
聞
く
と
「
そ

　
　
れ
は
隣
の
川
上
村
で
生
ま
れ
た
件
じ
や
」
と
。
「
川
上
村
の
ど
の
地
区
で

　
　
す
か
」
と
た
ず
ね
る
と
「
川
上
村
へ
行
っ
て
み
れ
ば
川
上
の
人
は
知
っ
と

　
　
る
」
と
。
〔
改
行
〕
川
上
村
へ
行
っ
て
古
老
に
会
っ
て
聞
い
て
み
る
と

　
　
「
そ
り
ゃ
、
う
ち
の
村
じ
ゃ
な
い
。
中
和
じ
ゃ
、
中
和
に
ゃ
件
が
生
ま
れ

　
　
て
、
来
年
は
大
豊
作
だ
が
、
は
や
り
や
ま
い
（
流
行
病
）
が
あ
る
と
い
う

　
　
て
四
、
五
日
で
な
く
な
っ
た
そ
う
な
」
そ
れ
で
は
と
今
度
は
中
和
村
へ
行

　
　
っ
て
聞
い
て
み
る
と
「
来
年
は
大
風
が
吹
く
」
と
件
が
い
っ
た
そ
う
な
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

　
　
「
そ
れ
は
ど
こ
の
件
で
す
か
」
と
聞
く
と
「
け
れ
は
八
束
じ
ゃ
。
八
束
の

　
　
件
が
い
う
た
そ
う
な
」
と
。
「
そ
の
い
う
こ
と
；
冒
は
正
し
い
」
「
よ
っ
て

　
　
件
（
く
だ
ん
）
の
如
（
ご
と
）
し
」
で
あ
る
。
件
は
「
牛
」
の
子
だ
が

　
　
　
マ
マ

　
　
「
人
相
を
し
て
い
て
人
語
を
解
す
る
も
の
と
さ
れ
予
言
を
す
る
の
で
あ
る
。

　
鶴
藤
鹿
忠
は
『
岡
山
県
民
俗
資
料
調
査
報
告
書
』
（
岡
山
県
教
育
委
員
会
、

６
７
）
で
新
見
市
千
尾
地
区
を
調
査
し
く
田
治
村
に
件
が
出
た
そ
う
な
」
と
い
う

話
を
聞
い
た
。
件
は
予
言
を
す
る
が
、
そ
の
予
一
言
が
当
る
と
い
う
Ｖ
と
報
じ
た
。

○
立
石
憲
利
「
人
の
一
生
」
（
昭
３
７
・
５
『
岡
山
民
俗
』
）
が
久
米
郡
大
井
西
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
九



　
　
　
　
　
「
件
」
管
見

よ
び
宮
部
村
民
俗
の
報
告
中
く
ク
ダ
ン
と
言
っ
て
顔
が
人
問
で
胴
が
牛
で
あ
る

子
を
牛
が
産
む
と
い
う
。
ク
ダ
ン
は
三
つ
か
四
っ
で
死
ぬ
る
。
ク
ダ
ン
の
言
っ

た
こ
と
は
違
わ
な
い
Ｖ
と
記
す
。

○
佐
藤
清
明
。
『
紡
指
繊
書
現
行
全
国
妖
怪
辞
典
』
（
中
国
民
俗
学
会
、
昭
１
０
．
５
．

５
）
に
く
ク
ダ
ン
　
件
。
且
て
岡
山
市
の
珍
品
展
覧
会
に
表
は
れ
た
（
二
三
）

（
三
五
）
Ｖ
と
。
記
述
下
の
番
号
は
カ
ー
ド
の
目
次
ら
し
い
が
未
詳
。
ま
た

「
備
中
南
部
に
於
て
信
ぜ
ら
れ
る
妖
怪
の
一
覧
表
」
（
昭
５
・
１
・
２
１
『
岡
山
文
化

資
料
』
）
に
く
件
　
ク
ダ
ン
　
半
人
半
牛
ノ
妖
怪
デ
牛
カ
ラ
生
レ
出
デ
予
言
ヲ

ナ
シ
テ
直
二
死
ヌ
Ｖ
と
も
報
告
す
る
。

○
浅
野
弁
次
郎
『
鮒
離
件
退
治
鬼
退
治
』
（
社
会
教
育
普
及
会
、
大
８
．
８
ｉ

管
見
本
は
大
９
・
１
・
２
第
四
版
）
。
筆
者
は
岡
山
県
味
野
警
察
署
長
で
、
本
書

も
犯
罪
予
防
修
養
書
で
あ
る
が
、
マ
ク
ラ
に
ク
ダ
ン
伝
承
を
引
い
て
い
る
。

　
　
扱
件
な
る
者
は
伝
説
に
よ
れ
ば
、
人
面
牛
身
の
怪
獣
で
、
俗
問
で
は
件
が

　
　
　
　
マ
　
マ

　
　
斯
く
々
々
言
ふ
た
か
ら
、
今
年
は
悪
病
が
流
行
る
な
ど
称
し
て
、
迷
信
騒

　
　
ぎ
を
遣
る
向
き
も
往
々
あ
る
。
又
証
書
等
の
結
文
に
如
件
と
書
す
る
は
、

　
　
件
の
言
ふ
た
事
は
違
は
ぬ
か
ら
、
相
違
な
く
履
行
す
と
の
意
で
書
く
の
で

　
　
あ
る
と
云
ふ
人
も
あ
り
、
其
他
営
業
等
の
広
告
絵
、
香
具
師
の
観
せ
物
等

　
　
に
も
、
件
が
今
尚
ほ
利
用
せ
ら
れ
て
、
観
覧
料
ま
で
払
ふ
て
見
て
居
る
者

　
　
も
あ
る
。
さ
れ
ば
件
な
る
怪
獣
が
時
に
出
る
こ
と
が
有
る
の
で
あ
ろ
う
か
、

　
　
然
れ
ど
も
上
野
の
動
物
園
に
も
又
動
物
書
中
に
も
、
其
様
な
怪
獣
は
見
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
一
〇

　
　
ら
ぬ
、
字
典
辞
林
等
に
も
、
件
は
「
く
だ
り
」
に
て
物
事
を
数
ふ
る
に
用

　
　
ふ
る
字
と
あ
り
、
伝
説
の
妄
誕
に
し
て
、
件
が
動
物
名
で
な
き
こ
と
は
謂

　
　
ふ
ま
で
も
な
い
〔
総
ル
ビ
略
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
。
。
　
み
　
　
　
＠

○
明
３
０
・
７
・
１
８
『
福
陵
新
報
』
記
事
「
ゆ
ク
ダ
ン
の
見
せ
も
の
」
。

　
　
土
居
町
安
楽
社
に
て
興
行
せ
る
人
牛
の
見
せ
も
の
は
去
る
明
治
廿
九
年
三

　
　
月
廿
一
日
大
分
県
豊
後
国
大
分
郡
南
庄
村
阿
部
熊
太
郎
所
有
の
牛
よ
り
生

　
　
じ
た
る
も
の
に
し
て
口
鼻
と
も
全
く
人
体
の
如
く
其
他
耳
足
尾
の
各
部
は

　
　
牛
に
し
て
実
に
比
類
な
き
動
物
に
て
内
務
省
免
許
獣
医
の
鑑
定
に
よ
れ
ば

　
　
我
国
に
於
て
八
百
年
前
生
産
し
た
る
ク
ダ
ン
と
云
へ
る
動
物
な
る
よ
し

○
常
光
徹
『
学
校
の
怪
談
』
ｐ
峨
に
写
真
で
掲
げ
ら
れ
た
、
刷
物
。
江
戸
時
代

の
も
の
ら
し
い
。
人
面
牛
の
図
を
大
き
く
描
き
、
右
下
に
小
さ
く
く
丹
後
国
与

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
だ
ん
　
　
　
　
け
も
の

謝
郡
何
某
板
Ｖ
、
右
上
は
大
字
で
く
大
豊
作
を
し
ら
す
件
と
云
獣
な
り
Ｖ
と

題
し
、
次
の
記
事
を
載
せ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
ら
ま
し

　
　
天
保
七
申
十
二
月
丹
後
の
国
倉
橋
下
の
山
中
に
図
の
如
く
か
ら
だ
は
牛
面

　
　
は
人
に
似
た
る
件
と
い
ふ
獣
出
た
り
昔
宝
永
二
年
酉
の
十
二
月
に
も
此
件

　
　
　
　
よ
く
ね
ん

　
　
出
其
翌
年
合
豊
作
打
つ
“
き
し
と
古
き
書
に
見
え
た
り
尤
件
と
い
ふ
文
字

　
　
は
〃
鰍
に
牛
と
歓
て
綿
と
識
す
也
至
て
心
正
直
な
る
獣
也
故
に
叡
て
讃

　
　
　
　
　
　
　
く
だ
ん
の
二
と
し

　
　
文
の
終
に
も
如
件
と
書
も
此
由
縁
也
○
此
絵
図
を
張
置
ば
家
内
は
ん

　
　
じ
や
う
し
て
厄
病
を
う
け
ず
一
切
の
禍
を
ま
ぬ
が
れ
大
豊
年
を
守
る
誠
に

　
　
め
で
度
獣
な
り



百
聞
作
以
前
の
資
料
も
あ
り
、

で
は
断
じ
て
な
い
。三

ク
ダ
ン
が
百
聞
の
く
冗
談
か
ら
Ｖ
出
た
わ
け

前
稿
で
も
述
べ
た
よ
う
に
ク
ダ
ン
伝
承
は
概
ね

一
、
人
面
牛
で
あ
る
、

二
、
短
期
間
し
か
生
存
し
な
い
、

三
、
人
語
を
発
し
、
そ
の
内
容
に
は
問
違
い
が
無
い
、

四
、
証
文
結
句
く
依
如
件
Ｖ
の
由
来
で
あ
る
、

の
モ
チ
ー
フ
を
持
つ
。

百
聞
ク
ダ
ン
は
如
何
で
あ
ろ
う
。

　
　
月
が
西
の
空
に
傾
い
て
〔
、
〕
夜
明
け
が
近
く
な
る
と
、
西
の
方
か
ら
大

　
　
浪
の
様
な
風
が
吹
い
て
来
た
。
私
は
風
の
運
ん
で
来
る
砂
の
に
ほ
ひ
を
嗅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
て
〕

　
　
ぎ
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
件
に
生
れ
た
始
め
て
の
日
が
来
る
の
だ
な
と
思
っ

　
　
た
。
す
る
と
〔
、
〕
今
迄
う
っ
か
り
し
て
思
ひ
出
さ
な
か
っ
た
恐
ろ
し
い

　
事
を
〔
、
〕
ふ
と
考
へ
つ
い
た
。
件
は
生
れ
て
三
日
に
し
て
死
し
、
そ
の

　
　
問
に
人
間
の
言
葉
で
〔
、
〕
未
来
の
凶
福
を
予
言
す
る
も
の
だ
と
云
ふ
話

　
を
聞
い
て
ゐ
る
。
こ
ん
な
も
の
に
生
れ
て
〔
、
〕
何
時
迄
生
き
て
ゐ
て
も

　
仕
方
が
な
い
か
ら
、
三
日
で
死
ぬ
の
は
構
は
な
い
け
れ
ど
も
、
予
言
す
る

　
　
の
は
困
る
と
思
つ
た
。
第
一
何
を
予
言
す
る
ん
だ
か
見
当
も
つ
か
な
い
。

　
　
　
　
「
件
」
管
見

　
〈
予
言
す
る
の
は
困
る
Ｖ
　
　
百
聞
ク
タ
ン
の
こ
・
が
ユ
ニ
ー
ク
で
あ
る
。

　
〈
私
Ｖ
は
く
大
勢
の
人
の
群
Ｖ
に
囲
ま
れ
る
。

　
　
あ
の
大
勢
の
人
の
群
は
〔
、
〕
皆
私
の
口
か
ら
；
日
の
予
言
を
聞
く
為
に

　
　
〔
、
〕
あ
あ
し
て
私
に
近
づ
い
て
来
る
の
だ
。
も
し
私
が
件
で
あ
り
な
が
ら
、

　
　
何
も
予
言
し
な
い
と
知
っ
た
ら
、
彼
等
は
ど
ん
な
に
怒
り
出
す
だ
ら
う
。

　
　
三
日
目
に
死
ぬ
の
は
構
は
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
の
前
に
い
ぢ
め
ら
れ
る
の

　
　
　
　
一
、
」

　
　
は
困
る
。
迩
げ
度
い
、
逃
げ
度
い
と
思
っ
て
地
団
太
を
ふ
ん
だ
。
西
の
空

　
　
に
黄
色
い
月
が
ぼ
ん
や
り
懸
〔
か
〕
っ
て
〔
、
〕
ふ
く
れ
て
ゐ
る
。
昨
夜

　
　
の
通
り
の
景
色
だ
。
私
は
そ
の
月
を
眺
め
て
、
途
方
に
暮
れ
て
ゐ
た
。

　
以
下
、
予
言
を
待
っ
て
件
の
一
挙
手
一
投
足
に
注
目
す
る
群
衆
、
だ
ま
っ
た

ま
・
人
々
の
一
言
；
日
に
気
を
悩
ま
す
件
１
－
私
、
三
日
問
の
攻
防
が
描
か
れ
る
。

件
Ｈ
私
が
過
度
に
沈
黙
を
続
け
る
の
で
、
群
衆
側
が
か
え
っ
て
不
安
を
感
じ
は

じ
め
る
。
三
日
目
の
暮
方
、
予
言
を
聞
く
の
が
恐
い
、
件
を
殺
し
て
し
ま
え
と

言
う
者
が
出
る
。
〈
ま
わ
り
の
人
々
と
自
己
と
の
問
に
感
じ
る
齪
齢
Ｖ
（
駒
尺

　
＠

喜
美
）
の
極
る
と
こ
ろ
で
、
こ
・
に
「
件
」
の
重
点
を
お
く
見
方
も
あ
る
。
だ

が
、
内
田
道
雄
が
く
第
一
義
的
に
は
や
は
り
「
私
」
の
内
面
で
あ
ろ
う
Ｖ
と
念

　
　
　
＠

押
し
し
た
よ
う
に
、
群
衆
は
件
１
１
私
に
と
っ
て
焦
燥
の
機
縁
で
こ
そ
あ
れ
根
本

的
原
因
で
な
い
。

　
殺
せ
と
言
っ
た
声
が
息
子
の
声
と
気
付
い
た
件
Ｈ
私
は
息
子
を
見
よ
う
と
伸

び
を
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
一
一



　
　
　
　
「
件
」
管
見

　
　
「
そ
ら
、
件
が
前
足
を
上
げ
た
」
／
「
今
予
言
す
る
ん
だ
」
と
云
ふ
あ
わ

　
　
て
た
声
が
聞
こ
え
た
。
そ
の
途
端
に
〔
、
〕
今
迄
隙
問
も
な
く
取
巻
い
て

　
　
ゐ
た
人
垣
が
俄
に
崩
れ
て
、
群
衆
は
無
言
の
ま
ま
、
恐
ろ
し
い
勢
ひ
で

　
　
〔
、
〕
四
方
八
方
に
逃
げ
散
っ
て
行
っ
た
。
柵
を
越
え
、
桟
敷
を
く
ぐ
っ
て

　
　
〔
、
〕
東
西
南
北
に
一
生
懸
命
に
逃
げ
走
っ
た
。
人
の
散
つ
て
し
ま
っ
た
後

　
　
に
又
夕
暮
れ
が
近
づ
き
、
月
が
黄
色
に
ぼ
ん
や
り
照
ら
し
始
め
た
。
私
は

　
　
ほ
っ
と
し
て
、
前
足
を
伸
ば
し
た
。
さ
う
し
て
三
っ
四
っ
続
け
様
に
大
き

　
　
な
欠
伸
を
し
た
。
何
だ
か
死
に
さ
う
も
な
い
様
な
気
が
し
て
来
た
。

　
〈
ほ
つ
と
Ｖ
で
き
た
の
が
、
予
言
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
状
況
か
ら
解
放
さ

れ
た
た
め
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　
伝
承
の
ク
ダ
ン
と
百
間
ク
ダ
ン
と
の
決
定
的
相
違
は
く
予
言
Ｖ
能
力
の
有
無

で
あ
る
。
「
件
」
に
描
か
れ
た
焦
燥
の
根
本
的
原
因
も
こ
の
く
予
言
Ｖ
能
力
の

欠
如
で
あ
る
。

　
ク
ダ
ン
に
と
っ
て
く
予
言
Ｖ
と
は
何
か
。
も
と
も
と
ク
ダ
ン
ー
－
〈
予
言
す
る

も
の
Ｖ
で
あ
っ
た
。
相
手
か
ら
当
然
に
期
待
さ
れ
る
白
分
の
営
為
、
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
、
義
務
の
謂
で
あ
ろ
う
。

　
人
々
か
ら
ひ
た
す
ら
義
務
の
遂
行
を
請
求
さ
れ
る
、
と
こ
ろ
が
そ
れ
に
答
え

る
能
力
が
当
方
に
無
い
、
そ
ん
な
場
合
に
迫
ら
れ
て
く
る
感
じ
。

　
私
は
百
間
ク
ダ
ン
を
、
一
種
の
債
務
感
覚
の
メ
タ
フ
ァ
ー
で
あ
る
と
読
む
。

二
二
一
一

　
と
こ
ろ
で
前
掲
豊
島
與
志
雄
「
『
沈
黙
』
の
話
」
は
、
伝
承
を
紹
介
し
た
の

ち
、
ク
ダ
ン
の
予
言
が
く
た
“
一
度
Ｖ
ゆ
え
に
重
い
と
い
う
部
分
に
着
目
し
、

〈
沈
黙
の
効
果
Ｖ
へ
と
話
を
移
す
。
続
く
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
く
借
金
取
り
逐
返
し

の
名
人
Ｖ
某
君
に
つ
い
て
の
一
席
で
あ
る
。
〈
貧
乏
は
単
な
る
外
的
現
象
と
し

て
気
に
も
か
け
ず
Ｖ
酒
然
泰
然
と
納
ま
り
返
っ
て
い
る
某
君
の
前
へ
、
借
金
支

払
の
催
足
が
来
る
。
債
権
者
が
懇
願
・
威
嚇
・
訓
戒
等
話
術
の
蓮
奥
を
つ
く
し

て
説
く
、
そ
の
間
、
某
君
は
一
切
弁
解
の
口
を
利
か
な
い
。
相
手
が
饒
舌
り
疲

れ
た
頃
、
最
後
に
；
百
「
只
今
あ
い
に
く
金
が
な
い
」
、
そ
こ
で
債
権
者
も
言

葉
つ
き
て
引
退
っ
た
と
い
う
。

　
右
挿
話
の
く
某
君
Ｖ
は
百
閲
が
モ
デ
ル
で
は
あ
る
ま
い
か
。
筆
名
の
由
来
と

称
さ
れ
る
ほ
ど
、
借
金
は
百
間
に
親
し
い
話
題
で
あ
っ
た
し
、
し
か
つ
め
ら
し

い
貧
乏
く
現
象
Ｖ
論
が
百
閲
独
特
の
金
銭
く
現
象
Ｖ
論
を
連
想
さ
せ
る
か
ら
で

あ
る
。

　
　
か
ね

　
く
金
は
物
質
で
は
な
く
て
、
現
象
で
あ
る
。
物
の
本
体
で
は
な
く
、
た
だ
吾

　
　
　
　
　
う
つ
　
す
が
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

人
の
主
観
に
映
る
相
に
過
ぎ
な
い
Ｖ
と
百
間
は
一
言
う
（
「
百
鬼
園
新
装
」
）
。
続

け
て
く
或
は
、
更
に
考
へ
て
行
く
と
、
金
は
単
な
る
観
念
で
あ
る
。
決
し
て
実

在
す
る
も
の
で
な
く
、
従
っ
て
吾
人
が
こ
れ
を
所
有
す
る
と
い
ふ
事
は
、
一
種

の
空
想
で
あ
り
、
観
念
上
の
錯
誤
で
あ
る
。
〔
改
行
〕
実
際
に
就
い
て
考
へ
る



に
、
吾
人
は
決
し
て
金
を
持
っ
て
ゐ
な
い
。
少
く
と
も
自
分
は
、
金
を
持
た
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
か
マ
　
マ
あ
と

い
。
金
と
は
、
常
に
、
受
取
る
前
か
、
又
は
費
た
つ
後
か
ら
の
観
念
で
あ
る
。

受
取
る
前
に
は
、
ま
だ
受
取
つ
て
ゐ
な
い
か
ら
持
っ
て
ゐ
な
い
。
し
か
し
、
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
か
　
　
　
　
あ
と

に
対
す
る
撞
慢
が
あ
る
。
費
つ
た
後
に
は
、
っ
か
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
、
も
う

持
つ
て
ゐ
な
い
。
後
に
残
つ
て
ゐ
る
も
の
は
悔
恨
で
あ
る
。
さ
う
し
て
、
こ
の

悔
恨
は
、
直
接
に
撞
慣
か
ら
続
い
て
ゐ
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
そ
れ
は
丁
度
、

　
　
　
　
　
さ
う
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
イ
ム
　
イ
ズ
　
マ
　
ネ
イ

時
の
認
識
と
相
似
す
る
。
〔
略
〕
一
目
ｏ
庁
冒
昌
２
．
金
は
時
の
現
在
の
如
き

も
の
で
あ
る
。
そ
ん
な
も
の
は
世
の
中
に
存
在
し
な
い
。
吾
人
は
所
有
し
な
い
。

所
有
す
る
事
は
不
可
能
で
あ
る
Ｖ
と
。
万
物
流
転
、
諸
行
無
常
。
な
ら
ば
く
一

体
、
一
た
び
借
り
た
金
を
、
後
に
至
っ
て
返
す
と
云
ふ
事
は
、
可
能
な
り
や
Ｖ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

こ
れ
は
「
無
恒
債
者
無
恒
心
」
中
の
問
い
か
け
で
あ
る
。
百
間
自
ら
答
え
て
い

わ
く
、
〈
小
生
は
、
本
来
不
可
能
な
る
事
を
企
て
・
、
益
も
な
き
事
に
苦
し
ん

で
ゐ
る
の
で
は
な
い
か
。
何
年
も
前
の
事
で
、
は
っ
き
り
し
た
記
憶
が
な
い
け

れ
ど
、
友
人
の
出
隆
君
が
、
借
金
に
関
す
る
古
代
ギ
リ
シ
ヤ
の
哲
学
者
の
話
を

し
て
く
れ
て
、
そ
の
学
説
の
ド
イ
ツ
訳
を
写
し
て
貰
つ
た
事
が
あ
る
。
今
そ
の

ノ
ー
ト
を
ど
こ
に
蔵
っ
た
か
思
ひ
出
せ
な
い
し
、
第
一
、
そ
の
哲
学
者
の
名
前

も
忘
れ
て
し
ま
っ
た
け
れ
ど
、
う
ろ
覚
え
に
覚
え
て
ゐ
る
要
旨
は
、
人
が
金
を

借
り
る
時
の
人
格
と
、
返
す
時
の
人
格
と
は
、
人
格
が
全
然
別
で
あ
る
。
同
一

人
格
に
て
金
を
借
り
、
又
金
を
返
す
と
い
ふ
事
は
不
可
能
と
い
ふ
よ
り
、
む
し

ろ
あ
り
得
べ
か
ら
ざ
る
事
な
の
で
あ
る
。
人
は
元
来
あ
り
得
べ
か
ら
ざ
る
事
の

　
　
　
　
　
「
件
」
管
見

た
め
に
労
す
る
と
も
益
な
し
Ｖ
。
〈
ギ
リ
シ
ヤ
の
哲
学
者
Ｖ
は
未
詳
。

　
借
金
は
払
え
る
道
理
が
な
い
。
借
り
た
自
分
と
返
す
自
分
は
別
人
格
だ
か
ら
、

返
金
に
醒
齪
す
る
の
は
く
本
来
不
可
能
な
る
事
を
企
て
・
、
益
も
な
き
事
に
苦

し
ん
で
い
る
Ｖ
の
だ
と
い
う
。

　
こ
れ
は
お
そ
ら
く
百
間
ク
ダ
ン
の
種
明
か
し
に
近
い
。
「
『
沈
黙
』
の
話
」
某

君
の
段
も
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
百
聞
・
與
志
雄
間
で
交
さ
れ
た
「
件
」
楽
屋
落
ち

の
披
露
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　
私
は
百
聞
の
対
債
権
者
心
労
が
「
件
」
発
想
の
核
に
な
っ
た
と
推
測
す
る
。

　
た
だ
し
実
生
活
で
百
聞
流
説
明
が
通
用
す
る
こ
と
は
あ
る
ま
い
。
同
調
す
る

常
人
が
い
る
と
は
思
え
な
い
。

　
金
銭
話
題
は
避
け
た
方
が
無
難
で
あ
る
。
代
っ
て
、
ク
ダ
ン
伝
承
を
下
敷
に

す
る
。
百
聞
独
得
の
債
務
感
で
な
く
、
よ
り
一
般
化
で
き
る
装
置
が
一
」
う
し
て

整
え
ら
れ
た
。

　
私
は
素
材
を
重
く
視
過
ぎ
る
で
あ
ろ
う
か
。
も
し
そ
う
な
ら
、
現
在
「
件
」

研
究
の
風
潮
が
伝
承
を
余
り
に
無
視
す
る
た
め
声
高
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
た
め

と
弁
解
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

　
同
様
の
傾
向
が
、
小
松
左
京
「
く
だ
ん
の
は
は
」
評
に
っ
い
て
も
あ
る
。
ク

ダ
ン
伝
承
の
存
在
に
注
意
せ
ず
、
百
聞
ク
ダ
ン
し
か
考
慮
し
な
い
批
評
で
あ
る
。

○
　
小
松
左
京
も
〔
略
〕
百
聞
の
『
件
』
を
踏
ま
え
た
上
で
『
く
だ
ん
の
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

　
は
』
と
い
う
パ
ロ
デ
ィ
小
説
を
書
い
て
い
る
（
種
村
季
弘
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
三



　
　
　
　
　
「
件
」
管
見

○
　
〔
百
聞
「
件
」
〕
を
踏
ま
え
換
骨
奪
胎
し
て
小
松
左
京
が
書
い
た
の
が
『
く

　
　
　
　
マ
マ

　
だ
ん
の
母
』
な
の
だ
。
小
松
の
小
説
の
舞
台
が
神
戸
近
郊
だ
か
ら
と
い
っ
て
、

　
そ
の
あ
た
り
に
住
む
人
に
情
報
を
求
め
た
っ
て
何
も
得
ら
れ
は
し
な
い
（
呉

　
　
ゆ

　
智
英
）

と
。
は
た
し
て
そ
う
か
。
左
京
の
創
作
時
念
頭
に
百
間
作
が
あ
っ
た
か
ど
う
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

知
ら
な
い
。
た
“
左
京
は
噂
を
思
い
出
し
て
書
い
た
と
蕾
言
し
て
い
る
の
だ
か

ら
、
独
自
に
伝
承
取
材
し
た
可
能
性
を
除
外
で
き
な
い
。
そ
れ
を
検
討
し
な
い

で
天
か
ら
百
聞
踏
襲
作
と
き
め
つ
け
る
の
は
早
計
で
あ
ろ
う
。

　
人
牛
か
？
　
牛
人
か
？
　
不
思
議
な
ク
ダ
ン
の
登
場
す
る
小
説
も
問
歌
的
に

発
表
さ
れ
る
。

注
¢
　
『
ポ
ツ
プ
テ
ィ
ー
ン
』
の
棚
年
９
月
号
・
つ
Ｃ
年
３
月
号
〔
未
見
〕
。
つ
Ｃ
年
４
月
－
日

　
刊
号
に
も
「
人
面
犬
レ
ポ
ー
ト
」
が
載
っ
て
い
る
。

　
　
平
２
年
６
月
２
２
日
付
〔
８
日
カ
〕
刊
司
雪
Ｏ
＞
ビ
。

　
９
０
年
６
月
１
２
日
付
〔
ｕ
日
〕
刊
『
東
京
ス
ポ
ー
ツ
』
の
渋
井
君
夫
「
噂
の
人
面
魚

　
が
笑
っ
た
」
。

＠
９
０
年
６
月
１
７
日
付
〔
１
６
日
〕
刊
『
東
京
ス
ポ
ー
ツ
』
記
事
「
人
面
魚
大
フ
ィ
ー

　
バ
ー
便
乗
産
業
絶
好
調
」
。
同
２
８
日
付
刊
『
東
京
中
日
ス
ポ
ー
ツ
』
記
事
「
全
国
各

　
地
で
続
々
発
見
／
正
体
見
た
り
〃
一
人
面
魚
」
。

　
　
『
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成
－
十
五
（
二
二
書
房
、
７
１
・
８
・
２
０
）
。
字
体
は
通
行
の

　
も
の
に
改
め
た
。

＠
　
初
出
未
見
。
『
絵
本
徒
然
草
』
（
河
出
書
房
新
社
、
９
０
．
８
．
１
０
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
一
四

¢
　
初
出
本
文
に
拠
る
〔
字
体
は
厳
密
で
な
い
〕
。
〔
〕
内
は
初
版
本
文
。

＠
　
『
内
田
百
聞
全
集
』
三
巻
（
講
談
社
、
昭
４
７
・
２
・
２
０
、
管
見
後
刷
本
）
に
拠
る
。

＠
　
昭
８
・
４
・
１
『
経
済
往
来
』

＠
　
平
山
三
郎
「
解
題
」
（
『
内
田
百
聞
全
集
』
八
巻
〔
講
談
社
、
昭
４
７
．
１
２
．
２
０
〕
）
や
、

　
酒
井
英
行
「
『
冥
途
』
の
温
床
」
（
昭
５
６
・
ｎ
・
２
０
『
文
芸
と
批
評
」
）
や
、
片
岡
愁

　
「
内
田
百
間
「
件
」
を
読
ん
で
」
（
昭
６
３
・
２
・
２
８
『
駒
沢
国
文
」
）
を
指
す
。

＠
　
「
解
説
」
（
『
冥
途
・
旅
順
入
城
式
』
〔
旺
文
社
、
別
・
５
・
２
０
〕
）
。
こ
れ
に
川
村
二
郎

　
「
牛
人
伝
説
」
（
昭
５
８
・
４
・
１
『
海
燕
』
）
が
く
共
感
Ｖ
を
示
す
な
ど
、
影
響
力
が
大

　
き
い
。

＠
離
講
一
鳥
山
石
燕
画
図
百
鬼
夜
行
一
一
国
書
刊
行
会
、
悦
．
ｕ
．
加
一
所
載

　
「
「
百
鬼
夜
行
」
総
説
…
序
に
か
え
て
」

＠
　
た
“
し
近
藤
雅
樹
「
妖
怪
名
鑑
」
（
『
図
説
日
本
の
妖
怪
－
〔
河
出
書
房
新
社
、
つ
Ｃ
．

　
７
・
３
１
〕
）
や
、
宮
武
外
骨
「
人
と
豚
と
の
合
ノ
子
」
（
大
１
４
・
１
ｉ
『
明
治
奇
聞
』
）

　
や
の
、
簡
単
な
報
告
は
省
略
し
た
。
水
木
し
げ
る
を
見
落
と
し
た
。

＠
　
の
ち
同
人
著
刊
『
岡
山
県
の
民
俗
地
理
－
（
昭
５
０
・
７
・
５
）
に
再
録
。

＠
　
『
明
治
の
演
芸
』
の
お
か
げ
で
知
っ
た
。
マ
イ
ク
ロ
・
フ
ィ
ル
ム
版
に
当
た
り
直

　
し
て
引
用
し
た
。

＠
　
「
漱
石
の
弟
子
と
し
て
の
百
聞
と
芥
川
」
（
昭
４
６
・
５
ｉ
『
法
政
」
）
。

＠
　
「
内
田
百
間
論
」
（
昭
４
７
・
２
・
２
０
『
山
梨
大
学
教
育
学
部
研
究
報
告
』
）
。

＠＠ゆ＠ゆゆ 　
昭
５
・
１
・
１
『
文
学
時
代
』
。

　
昭
８
・
４
・
１
『
週
刊
朝
旦
。

　
昭
４
３
・
１
・
１
『
話
の
特
集
』
。

　
初
出
未
見
。
『
書
物
漫
遊
記
』
（
筑
摩
書
房
、
”
・
１
．
２
０
）
。

　
「
怪
談
、
マ
ガ
イ
モ
ノ
と
本
物
」
（
伽
・
２
・
１
膏
く
８
吻
昌
◎
。
。
』
）
。

　
「
小
松
左
京
自
作
を
語
る
」
（
『
新
潮
カ
セ
ッ
ト
ブ
ッ
ク
　
く
だ
ん
の
は
は
」

杜
、
昭
６
２
・
５
・
２
２
〕
）
。

〔
新
潮
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